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北海道植物データ処理システムの開発について(そ の1)

日野間 彰

(研究の概要)

北海道の植物 と植物群落に関する各種データの保存 と効率的かつ正確なデータ処理 を可能 とさせるた

めに、主 として道内各地の植物社会学的群落調査 データと植物相データを対象 としてデー タベースを設

計 ・作成 した。その結果、道内の植物や植物群落について、大量のデータのデータ処理が可能 とな り、

北海道植物デー タ処理 システム(略 称ECPLANT)の 開発によって、高等植物の道内分布図の作成、

森林群落のクラスター解析、特定の植物種や植物群落についてのデータ検索が可能 となった。

1.研 究の目的

北海道開拓の歴史もすでに百年 をゆうにこえ、19世 紀後半から数多 くの研究者 によって調査され報告(

されてきた植物に関する知見も数多 く蓄積 されてきていろ。 さらに近年においては、開発計画に伴 う環

境アセスメントの実施 も数多 くなされて きており、北海道の植物 に関するデータ量も膨大 となってきて

いる。それにもかかわらず、北海道のこれ らの分野における科学的 ・技術的進歩 は、国内の他の都府県

に比べて、残念ながらまだ後進の位置 に甘んじている といえる。

本研究は、広大で且つ豊かな自然 を擁するこの北海道でこそ植物 をはじめとする自然環境の第一級の

研究 と科学技術の発展が必要であるとの認識のもとに、その第一歩として、北海道の植物環境 を定量的

に把握することので きるデータベースを作成 しその情報処理システムを実験的に作成することを目的 と

して行ったものである。

2。 研 究 の対 象 とす る デ ー タの 範 囲

本 研 究 で は 、 北 海 道 の植 物 群 落 に関 して 調 査 ・

研 究 さ れ た あ らゆ る 形 の静 的 な デ ー タ(資 料)お

よ び北 海 道 の植 物 分 布 に 関 す る あ ら ゆ る形 の デ ー

タ を対 象 と して 処 理 で きる シ ス テ ム を め ざ した。

実 際 に研 究 の対 象 と して用 い た 文 献 ・資 料 の 数

は 延 べ517件(1990年9月 現 在)で 、 最 も古 い も

の は1880年 の標 本 に関 す る資 料 で あ る。 対 象 と し

て用 い た 文 献 ・資 料 の 数 を デ ー タ区 分 名 お よ び年

代 ご と に と り ま とめ る と 、表1の とお りで あ る 。

な お 、 デ ー タ区分 名 と は当 該 デ ー タの デ ー タ形 式

の 区分 基 準 に基 ず く名称 で あ り、 デ ー タ形 式 の 区

分 基 準 は 、 後 述 す る フ ィ ル ドデ ー タの フ ォー マ ッ

トの検 討 の 過 程 で作 られ た基 準 で あ る 。

3.研 究の方法

本研究の内容は大 きく分けて、

①データベースの作成

②データ処理システムの作成
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の2つ の作 業 か らな る。 た だ しこ の2つ の 作 業 は 全 く別 々 に 行 わ れ る わ け で は な く、 シ ス テ ム を考 え

なが ら最 も望 ま しい デ ー タベ ー スの 形 を検 討 し、 デ ー タベ ー ス の 形 を考 え な が ら シ ス テ ム を作 成 して い

く とい う よ う に 、 つ ね に他 方 の作 業 を眺 め なが ら進 め ら れ て い く もの で あ る。 し たが っ て 、 これ ら は時

間 的 に も平 行 して作 業 が 進 め られ た。 研 究 全 体 の作 業 フ レー ム は図1の と お りで あ る。

(デ ー タ ベ ー ス の 作 成)(デ ー タ 処 理 ス ス テ ム の 作 成)

9

(

デー タフ ァイルの種 類 と数の検討

デ ー タフ ァイ ルの フ ォー マ ッ トの検 討

コ ー ド 化 の ・基 準 の 作 成

コ 一 デ ィ ン グ

デ 一 タ 入 力

チ

P

テ ス トラ ン

図1全 体 の作 業 フ レー ム

デ ー タベ ー スの 作 成 は、 文 献 ・資 料 の デ ー タ を統 一 され た 内容 と形 式(フ ォー マ ッ ト〉 に則 って デ ー

タ化 しデ ー タ フ ァイ ル と して登 録 ・保 存 す る作 業 で あ り、 そ の た め に は フ ォー マ ッ トの 設 計 、 コー ド化

の 基 準 の作 成 な ど の手 続 きが 必 要 で あ る。 また デ ー タ フ ァイ ル も何 種 類 か を用 意 す る必 要 が あ り、 どの

よ う な デ ー タ フ ァイ ル を用 意 す べ きか を検 討 す る こ と も重 要 な 手 続 きで あ る 。

デ ー タ処 理 シ ス テ ム の作 成 は 、 デ ー タベ ー ス を使 っ て 必 要 な情 報 へ と加 工 処 理 す る シ ス テ ム作 る こ と

で あ り、 シ ス テ ム は複 数 の 段 階 の プ ロ グ ラム か ら形 成 され る。 こ こで は シ ス テ ム全 体 の イ メ ー ジ を設 計

す る と と もに 、 ど の よ うな 出 力(計 算 結 果)が 必 要 で あ る か を検 討 す る こ とが 主 要 な テ ー マ とな る 。

δ

(

4.デ ー タベ ー ス の 作 成

(1>デー タ フ ァイ ル の種 類 と数 の検 討

デ ー タを加 工 処 理 して手 に した い ア ウ トプ ッ トを得 る た め に は 、 まず 処 理 対 象 とす る デ ー タ が整 備 さ

れ て い な け れ ば な ら な い。 この よ うな デ ー タを総 称 して デ ー タベ ー・ス と よ ん で い るが 、 本研 究 で 取 り扱

うデ ー タベ ー ス の場 合 に は 、 「新 知 見 な どに よ って もデ ー タ そ の もの の 価 値 が 変 わ らな い こ と」、 「日付 、

場 所 、 調 査 方 法 な どの 基 本 的 事 項 の もれ が な い こ と」、 「誤 入 力 や原 典 の ミス な ど に よ る の誤 りを確 認 し

訂 正 す る こ とが可 能 で あ る こ と」 が重 要 な視 点 で あ る と考 え 、 デ ー タ フ ァイ ル の 内 容 の設 計 に あ た っ て

は 以 下 の 条 件 を満 た す よ う配 慮 した 。

① で きる だ け加 工 され て い な い原 デ ー タを そ の ま ま使 用 す る こ と

② どの よ うな処 理 をす る場 合 に も必 要 最 低 限 の ア イ テ ム を網 羅 して い る こ と

③ 文 献 や資 料 の 原 典 を探 索 す る こ とが 可 能 で あ る こ と

技 術 的 に は必 要 な 全 て の デ ー タ を1個 の デ ー タ フ ァイ ル と して作 成 す る こ と も可 能 で あ る が 、 デ ー タ

の作 成 ・修 正(入 力)、 デ ー タ の保 存 ・維 持 、 デ ー タ処 理 の しや す さ な どの 観 点 か ら、 一 般 に行 わ れ て

い る よ う に 、 デ ー タの 内 容 に応 じ て幾 つ か の フ ァ イ ル に分 け て 作 成 す る の が 望 ま しい 。 本 研 究 の 場 合 、

そ の 目的 を達 す る た め に は少 な く とも 以 下 の4種 類 の デ ー タ フ ァイ ル の作 成 が 必 要 と判 断 した 。
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① ブ イル ドデ ー タ フ ァ イル

② 植 物 分 類 デ ー タ フ ァイ ル

③ 文 献 デ ー タ フ ァイ ル

④ 処 理 条 件 設 定 デ ー タフ ァ イル

フ ィル ドデ ー タ フ ァイ ル は 、 文 献 ・資 料 に 記 載 さ れ て い る デ ー タを 、 コー ド化 の基 準 に従 っ て入 力 し

た デ ー タフ ァイ ル で あ り、各調 査 地 点 ご とに 調 査 地 点 番 号 、調 査 時 期 、調 査 場 所 、調 査 者 、立 地 の 記 録 、

階層 、 出 現 植 物 種 類 名 、 優 占度 な どの 細 か な 記 録 を デ ジ タ ルデ ー タ化 し フ ァイ ル た もの で あ る。 フ ィ ル

ドデ ー タの 価 値 が 将 来 的 に も変 わ ら な い よ う にす る た め 、 フ ィル ドデ ー タ フ ァイ ル に は で き る だ け加 工

され て い な い原 デ ー タ を そ の ま ま使 用 して作 成 で きる よ う、 コー ド化 の基 準 の 作 成 な どに 十 分 に配 慮 す

る必 要 が あ る。

植 物 分 類 デ ー タ フ ァ イ ル は 、 フ ィル ドデ ー タ フ ァイ ル に登 録 され て い る す べ て の 植 物 分 類 単 位(植 物

種 類)の 和 名 、学 名 、 分 類 上 の位 置 な どに つ い て デ ー タ化 した もの で 、 コー ド化 さ れ て 保存 さ れ て い る

植 物 の和 名 や学 名 を照 合 す る た め に必 要 で あ る と と も に 、複 数 の 和 名 や学 名 を有 す る 同 一 の 分 類 単 位 の

判 定 に も必 要 で あ る 。 ま た 、 この デ ー タフ ァ イ ル に よ っ て 一 定 の ヒ エ ラ ル キ ー に基 づ い た 植 物 分 類 リ ス

トの作 成 が 容 易 とな る ほ か 、 各 分 類 単 位 の特 性(生 活 型 、貴:重性 な ど)を 加 え る こ とに よ り、 例 え ば 貴

重 な 植 物 だ け を検 索 す る な ど、特 性 に応 じた デ ー タの 加 工 ヨ 処 理 が 可 能 とな る 。

文 献 デ ー タ フ ァ イ ル は 、 フ ィ ル ドデ ー タ フ ァ イ ル に登 録 され て い る す べ て の デ ー タの 出 典(文 献 ・資

料)に 関 す る デ ー タ フ ァイ ル で 、 文 献 名 、資 料 名 、 著 者 、 発行 年 月 日、 発 行 者 名 な どが デ ー タ化 され て

保 存 され る。 この フ ァイ ル に よ り文 献 や資 料 の 原 典 を探 索 す る こ とが可 能 とな る ・

処 理 条 件 設 定 デ ー タ フ ァイ ル は 、 検 索 の条 件 、 演 算 の 内容 の 指 定 、 ア ウ トプ ッ トの 内容 の 指 定 な ど、

デ ー タ処 理 の条 件 を指 定 す る デ ー タフ ァ イル で 、 こ こ で指 定 され た条 件 に 基 づ い て コ ン ピ ュ ー タ処 理 が

な され る。

基 本 的 に は 以 上 の4種 類 の デ ー タフ ァ イ ルが デ ー タベ ー ス を形 成 す る 。 デ ー タ フ ァ イ ルの 数 も4個 で

よ い わ け で あ る が 、 フ ィル ドデ ー タフ ァ イ ル につ い て は デ ー タ入 力 時 に お け る機 械 操 作 ミス に よ る デ ー

タの 破 壊 を 防 ぐ ため 、 また 植 物 分 類 デ ー タ フ ァイ ル に つ い て は1レ コー ドに記 録 で きる デ ー タ容 量:の関

係 か ら 、 そ れ ぞ れ3つ と2つ の デ ー タ フ ァイ ル に分 割 した た め合 計7つ の デ ー タフ ァ イ ルが 作 成 され た

(表2)。

実 際 に は この 他 に 、 デ ー タ処 理 の過 程 で 必 要 とな る 各 種 の デ ー タ フ ァ イ ル(コ ン トロー ル デ ー タ フ ァ

イ ル)が あ り、 こ れ らは デ ー タ処 理 の 目的 に応 じて 随 時 作 成 さ れ る 。 処 理 条 件 設 定 デ ー タフ ァ イ ル も コ

ン トロー ル デ ー タフ ァ イ ルの ひ とつ と見 倣 す こ とが で き る。 また広 義 の 解 釈 で 考 え れ ば プ ロ グ ラ ム そ の

も の あ る い は演 算 の 途 中 で 生 成 され る 数 多 くの作 業 フ ァイ ル もデ ー タ フ ァイ ル の 一 つ とみ なせ る が 、 説

明 が繁 雑 に な る お そ れ が あ る た め こ こで は デ ー タ フ ァイ ル と して 取 り扱 わ な い・

(

(

表2ECPLANTの デ ー タ フ ァ イ ル構 成

フ ィ ル ド デ ー タ フ ァ イ ル

入 力 作 業 用 フ ィル ドデ ー タ フ ァ イ ル

ー 時 運 用 フ ィ ル ドデ ー タ フ ァ イ ル

永 久 保 存 用 フ ィル ドデ ー タ フ ァ イ ル

植 物 分 類 デ ー タ フ ァ イ ル
分 類 ・和 名 デ ー タフ ァイ ル

学 名 デ ー タ フ ァイ ル

文 献 デ ー タ フ ァ イ ル 文 献 デ ー タ フ ァイ ル

処理条件設定 デー タフ ァイル 処理条件設定データファイル

電
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δ

◎

(2>データファイルのフオーマ ットの検討

① フィル ドデータファイルのデータ形式の区分

各種の植物調査資料 をフィル ドデータファイルとして入力するためのフォーマ ット(様 式)を 検討す

る前に、資料 となるデータを一定の基準によってい くつかの形式 に分類 して各形式 ごとのデー タの特性

を整理 して把握 しておく必要がある。

北海道の植物群落および植物分布に関するデー タの種類を整理 してみるとおおむね次のいずれかに区

分できる。

・北海道内で調査 された植物群落調査資料

・北海道内の特定の地域あるいは北海道全体の総括的な植物 目録

・北海道内あるいは北海道 を含む地域の植物図鑑 または植物写真集

・特定の植物種あるいは分類群の分布 に関する資料で北海道に関係するもの

・北海道内で採集 された植物標本およびそれを含 む植物 目録

これらのうち植物群落調査資料に含 まれているデータの形式 とそれ以外の資料に含まれているデータ

(の 形式には明瞭な違いがある。

植物群落調査資料に含 まれているデー タはほとんどの場合、調査方法により方形区法か帯状区法かの

どちらかに分けられる。そ していずれの調査法 による場合でも基本的に調査 日、調査者名、調査地点の

位置、調査面積、傾斜、海抜、階層、出現植物名およびその量的尺度などが調査地点ごとに調査 され報

告 される。これに対 し植物群落調査資料以外の資料に含 まれているデータはほとんどの場合、該当する

植物の確認 ・採集 日、確認 ・採集者名、植物名、同定者名が報告 される程度であり、特定の地域に関す

るデータ量 としては前者の方が後者に比べ圧倒的に多いのが普通である。

そこで本研究ではデータベース化するフィル ドデータを、そのデー タの種類 とデータに含 まれている

デー タの項 目(以 下アイテムという)の 差異 を勘案 して表3に 示すように4つ に区分 した。

表3フ ィル ドデータのデータ形式の区分基準

データ区分名 デ ー タ の 種 類 ・ 内 容

方形区データ 方形区法で調査され報告されている植物群落組成調査資料

帯状区デー タ 帯状区法で調査され報告されている植物群落組成調査資料

分布データ 植物 目録、植物産地報告、その他の植物分布記載

標本データ 標本、標本目録

●

亀

(

上記の議論から容易に理解 されように、植物群落組成調査資料 については1調 査地点での調査を単位

としてデータファイル化するのが妥当である。以下 この単位 を調査スタンドと呼ぶこととする。分布デー

タと標本データについても、同一の日時に同一の場所(地 域)で 同一の調査者によって同一の調査方法

により調査 された調査資料 については原則的に一つの調査スタンドとして取 り扱 うこととした。

② フィル ドデータの識別 コー ドの検討

次に、各々のフィル ドデータが どの文献から引用 されているのかという情報を保存するために必要な

識別コー ドの検討を行った。この識別コー ドにより、 フィル ドデータファイルと文献デー タファイルと

の情報の接続が可能 となる。

識別コー・ドとして考えられる最初の案は、ひとつひとつの文献 ・資料ごとに順次に番号を割 り当てて

い く方法であるが、文献 ・資料の入手の時期の問題あるいは報告 された資料の調査時期 と発表時期 との

タイムラグの問題などによりデー タ入力の順番が必ず しも調査の順番にならない場合が多 く、データ管

理が繁雑になり間違いを生 じさせる原因ともなりうる。そこで、識別 コー ドの最初の4桁 を調査年代(西
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暦)に 割 り当て、識別コー ドのみで調査の時期がわかるようにすることとした。さらに各年代 ごとに文

献 ・資料を識別するための番号(以 下文献番号 という)を 付す ことにより、調査年代 と文献番号の組み

合わせによって文献 ・資料が特定で きようにした。文献番号の桁数については、1年 間に報告 されるで

あろう文献 ・資料の量を勘案 して3桁 の数字 とした。 これにより文献 ・資料を特定するための識別 コー

ドは次のとお り全部で7桁 の数字で表すこととなる。
"文献 ・資料を特定する識別コー ド"="調 査年代"+"文 献番号"

(7桁)(4桁)(3桁)

さらに、同一文献 ・資料の中で当該のデータがどの調査スタンドのデー・タであるのかを識別するため

の番号(以 下調査番号 という)を 付 し、これについても一つの文献 ・資料に含 まれる調査スタン ド数 を

勘案 して3桁 の数字 とした。これにより調査スタンドを特定するための識別 コー ドは次のとお り全部で

10桁 の数字で表すこととなる。
"調査 スタンドを特定する識別コー ド"="調 査年代"+"文 献番号"+"調 査番号"

(10桁)(4桁)(3桁)(3桁)

なお、同一の文献 ・資料の中で調査年代の異なる調査スタン ドが混在する場合には、時系列上での植

生変化や植物の分布の変化を取 り扱 う上での便宜を考慮 し:て・調査年代 ごとにそれぞれ異なる文献 ・資

料として取 り扱 うこととした。 ノ

③ フィル ドデータファイルのフオーマ ットの検討

データファイルのフォーマ ットを検討するにあたって、登録すべきアイテムと各アイテムに含 まれる

選択枝あるいは要素(以 下カテゴリーという)の 内容 と数 または範囲を決める必要がある。それらを決

めたうえで、実際にデータ入力する際のアイテムの順序や桁数(バ イト数)を 設計 した。

なお、本研究の場合には端末から直接にデータ入力する形をとったため、1レ コー ドの長さは72バ イ

ト(8ビ ット)以 下に設定 しており、使用機種の制約から漢字やひらがなの入力はできないシステムと

なっている。

まず、データファイルに登録すべ きアイテムを検討 した結果、必要なアイテムが基本的に網羅 されて

お り他の調査方法によるフィル ドデータのアイテムもほぼ包含 していることから方形区データのアイテ

ムを採用するのが妥当と判断 し、これを基本 としてアイテムの選定を行 った。その結果20種 類のアイテ

ムを登録すべき情報 とした。さらに各 アイテムについてデータ形式を検討 ・決定 し、カテゴリーの数を

勘案 して必要バイ ト数を決めた。選定 ・決定 した各 アイテムの内容 は次のとおりである。

a.文 献番号

調査あるいは文献を識別するためのコー ドである。文献番号は歴年 ごとに、3桁 までの、調査あるい

は文献 ごとに異なる任意の数字 を用いることとし、調査年との組み合わせで調査あるいは文献を特定で

きるようにする。データ形式は数値(実 数)型 、バイ ト数は3と する。

b.調 査番号

同一の調査 あるいは文献の中で、調査スタンドを識別するコー ドである。調査番号は調査あるいは文

献ごとに、3桁 までの、調査 スタンドごとに異なる任意の数字 を用いることとし、調査年、文献番号 と

の組み合わせで調査スタンドを特定できるようにする。データ形式 は数値(実 数)型 、バイ ト数は3と

する。

c.調 査年

フィル ド調査年を示す。調査年は西暦を用いることとし、文献からの引用の場合にも極力実際のフィ

ル ド調査が行われた年を登録する。データ形式は数値(実 数)型 、バイ ト数は4と する。なお、調査年

が不明の場合には文献 ・資料の発行年を、調査年が数年にまたがっていて各調査スタンドの調査年が不

明の場合には最 も新 しい年代を調査年 とする。
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d.調 査 月

フ ィ ル ド調 査 月 を示 す 。 デ ー タ形 式 は数 値(実 数)型 、 バ イ ト数 は2と す る 。

e.調 査 日

フ ィ ル ド調 査 日 を示 す 。 デ ー タ形 式 は数 値(実 数)型 、 バ イ ト数 は2と す る 。

f.調 査 地 点 名

フ ィル ド調 査 の地 点 名 を示 す コ メ ン ト欄 で あ る 。 通 常"地 点 名 、 市 町 村 名"で 表 示 す る 。 デ ー タ形 式

は文 字 型 、 バ イ ト数 は12と す る 。

9.調 査 地 点 位 置

フ ィル ド調 査 地 点 の 所 属 す る 、 国 土 地 理 院 発 行 の1:25,000地 形 図 を示 す。 分 布 図 を作 成 した り特 定

の 範 囲 の フ ロ ラ を作 成 した りす る場 合 に必 要 とな る デ ー タで あ る。 調 査 地 点 位 置 は 、 別 に作 成 す る 地 形

図 コ ー ドに よ り4桁 の 数 字 で 登 録 す る 。 デ ー タ形 式 は数 値(実 数)型 、 バ イ ト数 は4と す る。

h.調 査 者 名

フ ィル ド調 査 の 調 査 者 名 あ る い は 文 献 の 著 者 名 を示 す コ メ ン ト欄 で あ る 。 デ ー タ形 式 は文 字 型 、 バ イ

ト数 は12と す る 。

i.調 査 面 積(基 本 的 に方 形 区 ・帯状 区 調 査 の場 合 に使 用)

方 形 区 や 帯 状 区調 査 の調 査 面積 を示 す コ メ ン ト欄 であ る 。 単 位 は㎡ 、 デ ー タ形 式 は文 字 型 、 バ イ ト数

は4と す る。

j.調 査 方 法

調 査 方 法 を示 す 。 カ テ ゴ リー は 「方 形 区調 査 」、 「帯 状 区 調 査 」、 「植 物 目録 」、 「標 本 」 の4種 類 と し、

そ れ ぞ れ を 「QUA」,「BLT」,「LST」,「SPM」 の記 号 で 識 別 す る。 デ ー タ形 式 は文 字 型 、 バ イ

ト数 は3と す る。

k.傾 斜 方 向(基 本 的 に方 形 区 ・帯 状 区調 査 の 場 合 に使 用)

フ ィル ド調 査 地 点 の傾 斜 方 向 を示 す コ メ ン ト欄 で あ る。 傾 斜 方 向 の表 現 は 「N30E」 、 「S70W」 、

「S5E」
、 「E」 な ど の よ う にす る。 デ ー タ形 式 は文 字 型 、 バ イ ト数 は4と す る 。

1.傾 斜 角 度(基 本 的 に方 形 区 ・帯 状 区 調 査 の 場 合 に使 用)

フ ィル ド調 査 地 点 の傾 斜 角 度 を示 す コ メ ン ト欄 で あ る。 傾 斜 角 度 は2桁 の 数 字 で示 す 。 デ ー タ形 式 は

文 字 型 、 バ イ ト数 は2と す る 。

m .水 深

フ ィル ド調 査 地 点 が 池 沼 な どの 場 合 に そ の 水 深 を示 す コ メ ン ト欄 で あ る。 単 位 はcm、 デ ー タ形 式 は 文

字 型 、 バ イ ト数 は4と す る。

n.海 抜

フ ィ ル ド調 査 地 点 の 海 抜 高 度 を示 す コ メ ン ト欄 で あ る 。海 抜 高 度 は4桁 以 下 の 数 字 で 示 す 。単 位 はm、

デ ー タ形 式 は文 字 型 、 バ イ ト数 は4と す る。

o.群 落 名

調 査 ス タ ン ドの群 落名 を示 す コ メ ン ト欄 で あ る 。 デ ー タ形 式 は文 字 型 、 バ イ ト数 は28と す る 。

P.摘 要

調 査 ス タ ン ドに 関 す る摘 要 を示 す コ メ ン ト欄 で あ る。 文 献 の 頁 数 や 図表 番 号 な ど を記 入 す る 。 デ ー タ

形 式 は文 字 型 、 バ イ ト数 は28と す る。

q.階 層 の 高 さ お よ び植 被 率(基 本 的 に方 形 区 ・帯 状 区調 査 の 場 合 に使 用)

調 査 ス タ ン ドの 階 層 ご との 最 大 の高 さ と植 被 率 を示 す コ メ ン ト欄 で あ る。 階 層 は高 木層 、 亜 高 木層 、

低 木 層 、 草 本 第1層 、 草 本 第2層(草 本 層)、 コ ケ層 の6層 に 区 分 す る 。 高 さの 単 位 はm、 植 被 率 の 単

位 は%と す る が 、 高 木 層 、亜 高 木 層 、 低 木 層 の 各 階 層 の 高 さ は小 数 点 以 下1位 で 、 草 本 第1層 、草 本 第
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2層(草 本 層)、 コ ケ層 の 高 さ は 小 数 点 以 下2位 で 表 示 す る 。 デ ー タ形 式 は文 字 型 、 バ イ ト数 は 各 階 層

の高 さが そ れ ぞ れ4、 植 被 率 が そ れ ぞ れ3と す る。

r.植 物 名 の表 示 方 法 の 区 分

発 表 され た資 料 に お い て 、植 物 種 が 学 名 で 表 示 さ れ て い る の か和 名 で 表 示 され て い る の か を識 別 して

示 す。 学 名 が表 示 さ れ て い る場 合 に は 「ACN」,和 名 の み が 表 示 され て い る場 合 に は 「JPN」 の 記

号 で識 別 す る 。 デ ー タ形 式 は文 字 型 、 バ イ ト数 は3と す る 。

s.発 表 の 形 態 の 区 分

資 料 の 発 表 形 態 を示 す 。 公 表 され て い る 印 刷 物 の 場 合 に は 「PB」 、 手 書 きの 原 稿 お よ び そ の 複 写 の

場 合 に は 「HW」 、 公 表 さ れ て い な い 場 合 に は 「ID」 の 記 号 で 識 別 す る 。 デ ー一タ形 式 は 文 字 型 、 バ イ

ト数 は2と す る 。

t。 出現 植 物 名 、所 属 階 層 、優 占 度 、 群 度

調 査 ス タ ン ドに お け る 出現 植 物 名 とそ の 所 属 階層 ・優 占度 ・群 度 を示 す 。 分 布 デ ー タ と標 本 デ ー タの

場 合 に は 出現 植 物 名 だ け の 登 録 と な る 。

植 物 名 は別 に検 討 ・作 成 され る植 物 分 類 フ ァイ ル の コー ドを用 い て 、6桁 の 数 字 で示 す 。 デ ー タ形 式

は 数 値(実 数)型 、 バ イ ト数 は 一 階 層 一 種 類 の 植 物 に つ き6ζ す る 。

所 属 階 層 は高 木 層 、亜 高 木層 、低 木 層 、草 本 第1層 、草 本 第2層(草 本 層)、 コ ケ層 ご と にそ れ ぞ れ 「T

1」、 「T2」 、 「S」 、 「H1」 、 「H2」 、 「M」 の記 号 で 識 別 す る 。 デ ー タ形 式 は文 字 型 、 バ イ ト数 は

一 階 層 一 種 類 の植 物 につ き2と す る。

優 占度 は 「5」、 「4」、 「3」、 「2」、 「1」、 「+」、 「R」、 「D」、 「A」、 「F」 の10種 類 の 数 字 また は

記 号 で 識 別 す る 。な お 、「R」 は稀 、「D」 は優 占 、「A」 は多 い 、「F」 は しば しば 出 現 を意 味 す る 。 デ ー

タ形 式 は文 字 型 、 バ イ ト数 は 一 階 層 一 種 類 の 植 物 に つ き1と す る 。 デ ー タ形 式 は デ ー タ処 理 の 中 で 数 値

型 に変 換 す る。

群 度 は 「5」、 「4」、 「3」、 「2」、 「1」 の 数 字 で識 別 す る。 デ ー タ形 式 は文 字 型 、 バ イ ト数 は一 階 層

一 種 類 の植 物 に つ き1と す る 。 デ ー タ形 式 はデ ー タ処 理 の 中 で数 値 型 に変 換 す る 。

以 上 の ア イ テ ムの 内 容 を も と に、 図2に 示 す フ ィル ドデ ー タ フ ァ イ ル の フ ォー マ ッ ト(入 力 用)を 設

計 した。

(次報 へ 続 く)
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図2フ ィル ドデ ー タ フ ァ イ ルの フ ォー マ ッ ト(入 力 用)
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